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７月号 青年海外協力隊ＯＢ会の桑山昌洋
さんに，アフリカ・ボツワナの様子，

H29.7.20発行 生活，仕事について講演していただ
きました。
ボツワナは日本から飛行機に乗る

こと２４時間，南アフリカ共和国の
夏休みも，早寝早起き朝ごはん！ 北にある人口１９５万人，野生動物

校長 前田 浩二 が多く，ダイヤモンドの産出が多い
１学期も無事終わり，ほっとしているところです。保護者， 開発途上国です。食事の習慣が違っ

地域の皆様には，様々な面で大変御協力いただきありがとうご たり，子どもたちが水くみに多くの
ざいました。 時間をかけ，学校へ行くこともまま
さて，いよいよ夏休みになるわけですが，お願いが一つあり ならない状況があるとのこと。

ます。それは，夏休みも登校時と同じ生活リズムを保ってほし 最後に桑山さんが言われたことは
いということです。つまり，早寝早起き朝ごはんを続けてほし ・英語は必ず必要になります。・自分
いのです。学校では６時間の授業を含め，１日９時間以上過ご の国のことをよく知ってください。
します。この時間を同じく家庭生活で学習や体験活動や遊び， ・すべてを受け入れる柔軟な気持ち，
趣味の時間に振り替え，４２日間過ごすとすればどうでしょう。 好奇心，チャレンジする心をもって
きっと充実したすばらしい夏休みになることでしょう。逆に今 くださいとのことでした。
までの教員生活の中で，乱れた生活リズムで夏休みを過ごし， なお，桑山さんの活動と講演の様子がＫＫＢ鹿児島放送にて
２学期に学力がぐんと伸びたという生徒に出会ったことがあり ネットポリス鹿児島の戸高先生に情報モラルについて講演 ８月５日（土），１７：５５～１８：００に放送される予定で
ません。充実した夏休みを目指すならば，まずは早寝早起き朝 していただきました。「情報管理能力」が現在とても重要に す。生徒へのインタビューもでるかもしれません。
ごはんが大事です。 なっています。自分でどんな情報をどのように発信，受信す

るか，それが時には犯罪者になってしまうこともあります。
発信した内容・情報によっては将来，就職できないこともあ
ります。ネットの社会は子どもだからではすまされません。
フィルタリングはしっかりとしてください。友だちであって
も，勝手に写真や個人情報を送ることのないようにしましょ
う。

校内弁論大会が 6 月 10 日に行
われた後，２年生の代表として
桑原日菜子さんと河野紘輝さん
が出場しました。二人とも大勢
の前で，校内での発表より堂々
と発表してくれました。その中
で桑原さんは演題「笑顔の大切
さ」で最優秀賞でした。

○ 種目別市民体育大会
・ 柔道 中学男子個人 ３位 有川聖龍
・ 弓道 中学女子個人 １位 小湊柊花
・ 弓道 中学女子団体 ２位 Ｂチーム

３位 Ａチーム
・ ソフトテニス １位 豊巻・梛木

３位 揚村・平

① 見通しを持ち，時間や内容を決めて家庭学習に取り組む ②次の計算をせよ。６＋４÷（－２） ③次の漢字を読め。 名残 ④次の漢字を書け。 新聞のこうこくを見る

受賞おめでとう

【８・９月の主な教育活動】
【８月】 葉月 August

１日（火）出校日
２日（水）踊り練習
５日（土）港まつり踊り
６日（日）港まつりカッター大会

２１日（月）出校日
２７日（日）PTA愛校作業

【９月】 長月 September
１日（金）始業式，身体計測，大掃除
７日（木）体育大会予行
９日（土）第２土曜日，体育大会準備

１０日（日）第２４回体育大会
１１日（月）振替休日
１２日（火）３年実力テスト（～１３）
１４日（木）保健講話

市弁論大会 ７／１２

進路講話 ７／８

携帯安全教室 ７／１９

合唱コンクール ７／１４

５月から自由曲決め，指揮者・
伴奏者決めに始まり，１ヶ月あま
りにわたり歌の練習をしてきまし
た。どのクラスも朝，昼，放課後
と時間を見つけて練習に励んでき
ました。その成果が十分に発揮で
きたのではないでしょうか。また，
２年１組は「春の祭典」への出場
権を獲得しました。
最優秀賞 ３年１組 優秀賞 ３年２組
奨励賞 ２年１組
指揮者賞 ２年１組 森悠輔
伴奏者賞 １年２組 吉峰一龍，３年１組 篠原凜

公民館名 日にち 内 容 場 所 時 間
大堀 7/21 ラジオ体操 小学校 6:30～
下野原 8/6 港まつり神輿
大塚 8/6 港まつり神輿
牧園 7/30 六月灯 公民館 18:30～
塩屋 8/6 港まつり神輿 公民館
田中 7/29 六月灯 立神神社 17:00～
牧園 7/30 六月灯 18:30～

夏休みはラジオ体操が始まります。
立神神社や公民館での六月灯，港まつりの神輿参加など
詳しくはそれぞれの子ども会・公民館へ確認してください

【７・８月の主な子ども会・公民館活動】
＜朝の立哨に思う＞

４月から毎朝，南海自動車学校角の点滅信
号の交差点に黄色い旗を持って立っている。そこでうれしく
感じたことがあった。
行き交う車のドライバーさんへできる限り会釈をしている

のだが，それは，「ここを通るときには安全運転でお願いしま
す。」や「止まってくださってありがとうございます。」とい
う気持ちを込めて行っている。中には会釈を丁寧に返してく
ださる方もいて，励みになっている。４月当初は２割ぐらい
の方が会釈を返してくださっていた。それが今では７割ぐら
いの方が会釈してくださるようになった。心が通じ合ったよ
うな気がして，朝から清々しい気持ちになっている。
あるとき，横断歩道のない所を横切っている生徒が遠くに

見えたので，「横断歩道を通るように。」と注意したことがあ
った。翌日，その生徒はまた同じ場所で道路を横断していた
が，はっと気付いたのか一旦渡った道路をわざわざ引き返し，
わたしのいる横断歩道を目指して向かってきたのである。わ
たしはその様子を見て見ぬふりをしていたが，内心とてもう
れしかった。その誠実さに感激していた。もう一人同じ注意
をした生徒がいたが，翌日からきちんと横断歩道を渡ってい
る。改めて立神中の生徒のすばらしさを感じた出来事だった。
一方で，朝わたしと会ったときに，目も合わさずつぶやく

ようなあいさつしかできない生徒もいる。部活動や学級では
みんな大きな声で元気にあいさつができているが，より大事
なのは，学校の外で，一人の時でも大きな声で元気にあいさ
つできるかどうかである。職場や地域でも，大きな声で元気
にあいさつのできる人は好かれる。やがて社会に一人で出て
行く生徒たちである。今後の成長を楽しみにしたいと思う。

立神の如く


